
運輸安全委員会は，平成３０年４月２６日（木），
船舶事故等調査報告書５１件（事故４７件,インシデント４件），及び軽微事案の船舶事故等
調査報告書５７件（事故３９件，インシデント１８件）を，ホームページで公表しました。

５１件のうち，事故４７件の内訳は， （乗組員等の）死傷等１４件，船舶間の衝突１２件，乗揚８件，（消波ブロック等へ
の）衝突６件，沈没３件，乗組員行方不明及び転覆各２件，また，インシデント４件は，運航不能（機関故障）３件と，運航
阻害１件です。
このうち，重大【東京】事案はありませんでした。

横浜事務所の１件［浦賀水道航路における自動車運搬船と貨物船の衝突事故］の概要を，別紙のとおりご紹介します。
公表された事故等調査報告書をもとに，当協会の責任で編集しましたので，ご参考にしてください。
なお，詳細は，運輸安全委員会のホームページでご確認願います。
http://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2018/MA2018-4-13_2016yh0132.pdf

また，軽微事案５７件のうち,事故３９件の内訳は，乗揚１１件，船舶間の衝突９件，（岩場等への）衝突４件，転覆４件，沈
没４件，施設損傷３件，搭乗者等負傷３件及び火災１件であり，インシデント１８件の内訳は，運航不能（機関故障）９件，
運航阻害９件です。

（公財）海難審判・船舶事故調査協会

http://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2018/MA2018-4-13_2016yh0132.pdf


運輸安全委員会

事故調査報告書 自動車運搬船Ａ（パナマ籍）貨物船Ｂ（済州籍）衝突事故 （公財）海難審判・船舶事故調査協会

【事故概要】 Ａ船（４８,９２７トン，水先人乗船）は，浦賀水道航路を南進中，Ｂ船は，浦賀水道
航路を南進中，同航路の屈曲部付近において，両船が衝突した。
【発生日時】 平成２８年１２月９日 １６時１０分ごろ
【発生場所】 神奈川県横須賀市観音埼東方沖の浦賀水道航路
【死傷者】 なし

〈その他の事項・・圧流模様〉

１６時０６分ごろ，Ａ船は，船首方位が１７９°対地針路が１７０．０°で左方へ横流れしてＢ船
に接近し，Ｂ船は，船首方位１８４°対地針路１８３．６°となり，風圧差が解消されていた。

〈再発防止策〉

⑴ 原則として浦賀水道航路屈曲部での追越しを行わない。 ⑵ 屈曲部での追越しが避けら
れない場合には，被追越し船との正横距離を考慮して十分安全な距離を維持する。 ⑶ 追越
しを開始する際，ＶＨＦ等で被追越し船と連絡をとること，被追越し船から十分に遠ざかるまで，
見張りを適切に行う。 ⑷ 風圧面積が大きい自動車運搬船等は，風の影響が大きく，風下に
圧流されやすいことに注意する。

〈原因〉 風力６の西南西風が吹く状況下，両船が浦賀水道航路に沿って南東進し，それぞれ
右旋回しながらＡ船がＢ船の右舷方を追越し中，水先人Ａが，Ｂに対する見張りを適切に行っ
ていなかったため，Ａ船が横流れしてＢ船の前路に接近する状況に気付かず，また，船長Ｂが
右旋回を終えたのち，針路及び速力を維持して航行したため，両船が衝突した。

〈背景要因〉

① 水先人Ａが，Ｂ船に対する見張りを適切に行っていなかったのは，次の針路の右舷船首
方を見ていたことによる。

② 船長Ｂが，針路及び速力を維持して航行したのは，Ａ船は大型船で風上であるが，追越
し船であり，Ｂ船を避けつつ，Ａ船も航路に沿ってＢ船と安全な距離を保ちながら航行すると
思っていたことによる。

＊本事故調査報告書は，Ｈ３０.４.２６に公表されました。
詳細は，運輸安全委員会のＨＰでご確認ください。


